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l
?????
課
ユ890年度
（明治23）
142
200
1，053
6，429
　220
厘
1895年度
（明治28）
262
332
??????
083
厘
1900年度
（明治33）
322
350
500
2，408
7，079
　400
厘
エ905年度
（明治38）
（営業税に包含）
200
300
300
1，943
3，473
　600
厘
　　注）1．尾形惣三郎r岡山市財政史』昭和3年9月による。
　　　　2．本表は直接市税のみをかかげ，特別市税をのぞいてある。
　　　　3．なお1，QQO厘：＝1円である。
税付加税，同雑種税付加税，特別職（戸数割，地租付加税をのぞいて）などが減少傾向に
あるのは，金解禁後の不況もさることながら，「市刷」の運動など市民の要求を反映し，
市課税当局が県税付加税率の緩和，特別税の減税を断行したことも影響していたとみられ
　　　　（50）るであろう。
註
（40）「市刷」が結成大会を開いた前後の1929（昭和4年）8月13日，29日，そして9月
　　4日号の大阪朝日新聞岡山版には，「赤だすきの自転車税撤廃廃の宣伝」などの見出
　　しの記事が多数見えるが，これは当時の県下自転車税廃税期成同盟会の活動の一端を
　　示すものであり，山陽新報9月4日号も，9月5，6両日を自転車廃税デーとし（毎
　　　　　　　　　　　　　　　　　一84一
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率
1910年度
（明治43）
　厘090
210
150
150
6，391
5，801
1，000
19！5年度
（大正4）
　　厘
　090
　2ユ0
　’160
　160
　050
　100
2，794
　250
！，000
！，000
！919年度
（大正8）
　　厘
　U7
　2？3
　200
　200
　050
　100
4，フ50
　423
1，000
ユ．，OOO
1924年度
（大正13）
　　厘
　370
　880
　750
　250
　］oo
4，950
　440
1，000
1，000
1925年度
（大正14）
　　厘
　370
　873
　750
　250
　100
4，829
　431
1，000
1，000
1926年度
（大正15ｺ和元）
　　厘
　370
　872
　750
　250
　100
6，920
　519
1，000
1，000
1927年度
（昭和2）
　　厘
　420
　990
　900
　105
　100
フ，615
　499
1，000
工iOOO
1928年度
（昭和3）
　　厘
　420
　990
　900
　160
　100
8，899
　578
1，000
1，000
　月），　「声明書2万部を全県下に配布」と記している。
（41）1927年度時の地方税の改正は，（1＞国税の営業税を営業収益税にかえる，（2）県税の戸
　数割を廃し，市町村税の戸数割りを新設したこと，・（3）県税家屋税を新設する，（4＞県税
　営業税・雑種税の税目を整理し，一部を国税に移管又は廃止する，（5）地方税付加税制
　限税率の改正，などにあったが，同時点の地方税制限税率は，次の通りであった（前
　掲，尾形『岡山市財政史』などによる）。
　④　土地付加税
　　i）付加税ノミヲ課スルトキ
　　　　　府県宅地地租百分ノ34，其ノ他ノ土地地租百分ノ83，其ノ他ノ公共団体宅地
　　　　地租百分ノ28，其ノ他ノ土地地租．百分ノ66
　　　　　　　　　　　　　　　　－85一
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第6表　岡山市民の諸税負担額（単位円）
? 劇国税陣白市加計i人・・人当り
1890（明　23）
1895（”　28）
1900（”　33）
1905（”　38）
1910（”　43）
ユ9ユ5（大正4）
1920（”　9）
1924（n　13）
工925（〃　　工4）
1926（昭和元）
1927（　”　2　）
12，569
16，126
73，476
233，712
282，412
213，647
482，832
894，623
950，671
893，963
655・14判
　16，867
　22，103
　42，459
　49，603
　86，631
　1］2，996
　4フ7，720
　788，083
　877，6Sg
！，OIO，849
　864，699
　！4，554
　24，750
　6フ，426
　63，668
　186，739
　147，326
　569，646
1，016，992
　966，853
1，031，997
　856，409
　43，990
　62，9フ9
　183，36工
　346，983
　554，782
　473，969
1，530，198
，699，698
2，795，！83
2，936，809
2，376，249
　977
1，684
2，225
4，221
B，872
5，28！
16，875
22，831
23，003
23，924
18，999
注）1．国税は直接国税にて地租，営業税，所得税，売薬営業税，取引所営業二等を
　　・とっている。国税営業税は189フ（明治30）年度より始まっている。
　　2．前掲，尾形r岡山市財政史』，98～99ページにより作成。
　ii）段別割ノミヲ課スルトキ
　　　　府県　1段歩二付毎地目平均金1円
　　　　其ノ他ノ公共団体　1段歩回付毎地目平均金工円
　iii）両者ヲ併課スル場合（省略）
（m）営業収益税
　　府県　百分ノ41，其ノ他ノ公共団体　百分ノ60
㈲　所得税付加税（引上ゲ）
　　府県　百分ノ24以内
　　；其ノ他ノ公共団体　戸数割ヲ賦課シ難キ市町村二於テハ内務大蔵両大臣ノ許可ヲ
　受ケ所得税付加税ヲ課スルコトヲ得，課率ハ所得税百分ノ7ヲ超エルコトヲ得ス。
（＝）特別地税ヲ新設シ，地租ノ免税点（法定地価200円）以下ノモノ門柱シテ課シ，，
　税率ハ地価ノ百分ノ3．7以内トスル。
㈲　特別ノ必要アル場合二於テハ，内務，大蔵両大臣ノ許可ヲ受ケ制限ヲ超過シ，其
　　　　　　　　　　　　　　　一86一
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　　ノ百分ノ12以内二心テ課税スルコトヲ得。
（42）r岡山県政史』明治・大正篇昭和前期篇，昭和42年，435Ae　・一ジ以下。
（43）たとえば営業税のうち写真業，席貸業では収入金額百円未満バー営業割付年税金壱
　円八拾鏡ヲ課ス，湯屋業では収入金額弐百円未満バー営業二付金弐円，理髪業で弐円
　四拾鏡という風に。
（44）この時期の租税撤廃要求運動をみると，1927年ユ2月8日，仲居税，興業税反対演説
　会（労農党岡山支部主催，内山下音楽会館），同6月20日蓄音器税撤廃を岡山の農業
　者が陳情している。また工928年前l月16日，興行組合は特別観覧税を減じてほしいと陳
　情している。
（45）尾形惣三郎r岡山市財政史』昭和3年9月，による。
（46）前掲，　r岡山県政史』442ページ。
（47）尾形，前掲書による。
（48）　「市単」顧問，中原健次氏の話による。こういつた申で，租税滞納額も漸次拡大
　し，県税についてこれをみると，1927年度末には滞納額は3万4000円，1930年度末に
　は30万円，1931年度末には55万6000円，1935年度：末には80万円に達しているところで
　ある（前掲，r岡山県政史』，448ページ）。
（49）第一次大戦後の都市化と農村不況，インフレ化の中での地方経費の膨張下1920年地
　方税法の改正にともなう付加税制限率の緩和（藤田武夫，　r日本地方財政発展史』昭
　和24年，221ページ）が大きく原因している。
（50）1929（昭和4）年9月工9日付の朝日新聞岡山版は，「！7日承認された歳入特別市税
　の減額については，結局営業税並に雑種税は従来本税の四割を賦課していたが，之が
　二割天引となり，又営業収益税に対しては，1円につき22鏡を賦課したのをll鏡に軽
　減されることに決定した」とあるのはその一例であろう。
5．残された課題
　以上，岡山市政刷新同盟の活動について，その結成の背景，その組織と活動内容当時
の地方営業税及び雑種税，特別税などの大衆課税的性格などを中心に検討を加えてみたの
であった。資料の制約からなお十分議会内の活動などについては実証し難い点もあるが，
最後｝こ，昭和初期の一時期（1929－1934年頃）において無産政党議員の市議会への進出を
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けいきに市民へのカンパニや組織として生まれた岡山市政刷新同盟の評価についてであ
る。第（1）点は，大正末昭和初期の住民運動史の中でこの地方都市住民の運動が如何なる位
置づけを与えられるかという点であるが，そこに労農党解散以降の変形した「市民的」組
織の無産政党にかわる規模と，運動への主導的な役割，活動家の出身階層がもつ非特権軽
舟営業者層，魚市場，荷馬車ひき，砂利採取労働者など「雑業層」を中心とし，知識人，
宗教家，演劇人，農民運動家をふくむ幅広い住民層による運動たりえた性格は明らかであ
ろう。また，当時の岡山市や旭東馬蝿を中心とした農民運動との一定の聞けいの役割（と
くに旭川改修と百間川問題をめぐって）をも指摘しえよう。
　第②点は，地方財政改革運動に対する同運動の評価であるが，　「市刷」の諸要求のう
ち，自転車・荷車税等雑種税，特別市税などの申にはその後影割4分目4割のあいだで減
免をみたものも多々あった。市長公選制の実現はともあれ，市政民主化やまた市民病院の
実現，都市計画旭川改修事業計画の変更と無産者の要求を入れての実施など一定の改革の
意義を果たしており，とくに大正期以来営業税及び雑種税，都市計画特別税等の改革に対
する，小営業者，雑業層のいわば「草の根からの」財政民主々義実現に果たす一定の役割
の評価であろう。大正デモクラシ・一・　ygの地方財政に果たす政友会・民政党の二大政党の間
にあって，とくに普選以後の一時期におけるいわば「下からの」　「自発的な」地方議会闘
争としての財政民主々義の芽生えをどごまで評価しうるかの問題である。同時にこの運動
が倉敷，上道辺など特定市町村にしか波及しえなかったことと，岡山県の非合法下の無産
諸政党にとってかわる運動の組織，力量との関連が問われねばなるまい。
　第③にJこの運動が住民運動としての一定の役割をもちながら，何故自然消滅の過程を
たどらざるを得なかったかであるが，この点では，「市子」執行部の岡山労働者組合（委
員長中原健次，書記長中野円太郎），さらには1935年からの岡山地方労働者組合への移
（51）
動，活動家の劇団活動への移動などが最大要因としてあげられ，いわば岡地労一人民需
　　　　　　　　　　　　（52）線的性格がつよかったとされる一の活動への橋渡し，そのための基盤づくりに結果とし
てはとどまったことであり，一面では市民運動としての運動の弱さと限界が指摘されねば
ならない。しかし，1936年7月，岡山地方無産者団体協議会が解体して合法団体として成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（53）堕した社会大衆党岡山県支部の人民戦線傾斜の性格をも考慮に入れる時，そこに「市刷」
の果たした一定の前向きの運動史的評価が可能とされるのではなかろうか。
　〔あとがき〕　この原稿作成にさいし，中原健次氏，岡一太氏，守安理氏，山崎猛氏，岡
　　崎誠氏にお世話になったことを感謝します。
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註
（51）1935年前述の岡山労働者組合（通称岡労），旭川砂利・岡山荷馬車・岡山靴工の各
　　労働組合が大合同し，日本労働組合全国評議会に加盟，当時の合法左翼組合の全国組
　　織と辿結した。この「岡地労」の執行委員長申原健次，｛1｝：記長塩田寅雄ほか，執行委
　　員にも「市刷」執行委員が相当みえることが注意される。
（52）1936年の2，26事件の2日あと，岡地労は，執行委員会を開き「反ファッショ人民戦
　　線の即時結成」を決め，その発会式を禁酒会館にて8～90名参加のもとで開催，全国
　　の各種無産団体に激文を急送し，工場内や街頭への活動をして注目を集めたが，「市
　　刷」の活動は，こういつた運動へとつなぐいわば前哨戦であり，基盤づくりにあった
　　といえようか。
（53）岩村登志夫，　r日本人民戦線史序説』，校倉書房，昭和46年，によれば，社会大衆
　　党の反ファッシズム的傾向を検討するには，大阪，三重，岡山，秋田，宮城などの運
　　動をぬきにすることはできない（同240ページ）としていることが注目されよう。と
　　りわけ岡山県の社会大衆党は，全国的にも特異な位置を占め人民戦線的性格がつよか
　　つたといわれている。
一89一
